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１. はじめに
宮内庁書陵部に所蔵される ｢鷹書｣ 類の内の86.7
％は､ 江戸時代後期の松江藩によって収集､ 制作・
複写されたものである｡ 当時における日本の ｢鷹書｣
類を網羅しようとしたもののようであり､ これらは
同藩放鷹文化史や集書活動の実態解明上､ また､ 日
本放鷹文化史､ 更には文学・語学研究のためにも好
個の資料となる｡ 本稿は､ この ｢鷹書｣ 類を通して､
松江藩松平家の初代藩主松平直政に召出された鷹匠
・・
とその活動をたどりながら､ 関連する鷹書の年代的・
内容的・日本文化史的性格を考えていきたい｡
直政は､ 元和２年 (1616) 兄の越前国北庄藩主松
平忠直より同国大野郡木本に１万石を分与され､ 同
５年12月上総国海
かい
北
ほう
郡姉崎にて１万石加へられ２万
石となった (時に19歳)１)｡ 更に､ 寛永元年 (1624)
６月越前大野郡大野城 (５万石)､ 同10年４月22日
信濃国安曇筑摩二郡松本城 (７万石) に移り (33歳)､
同15年２月11日出雲国において18万６千石を賜り､
隠岐国において１万８千石を預けられ､ 松江城に住
した２)｡ 寛文６年 (1666) ３月３日歿 (享年66歳)｡
松江藩の放鷹は､ 第６代藩主松平宗
むね
衍
のぶ
(在職は享
保16年〈1731〉10月～明和４ (1767) 11月｡ 天明２
年〈1782〉10月歿) の時代まで､ いわゆる御国流で
行なわれてきた｡ だが､ この頃には当藩の放鷹術は
｢退転｣ してしまったので､ この御国流を ｢江戸流｣
に切り替えることとなった｡ 宗衍の跡を襲って新藩
主となった治
はる
郷
さと
は､ これを推進し､ 同７年当藩の
｢御鷹匠不レ残江戸流ニ被二仰付一｣ たという｡
・ ・
御国流が ｢退転｣ に及んだのは､ いわば時の流れ
によるものであろう｡ だが､ その退転ぶりを顕在化
させたのは､ 第８代将軍徳川吉宗 (在職は享保元年
〈1716〉８月～延享２年〈1745〉９月｡ 宝暦元年
〈1751〉歿) の登場とその施策であろう｡ 吉宗の将
軍としての評価は高く､ 日本放鷹文化史上にも､ そ
の存在は小さくない｡ 松江藩の放鷹術は､ 儀礼上の
問題も含め､ その影響を少なからず蒙ったのである｡
その御国流とは､ 何時､ どのような形で松江藩に
もたらされ､ かつ､ 展開していったのであろうか｡
直政の一族についての研究報告は多く､ 祖父家康が
放鷹を愛し､ これを頻繁に行なったこともよく知ら
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れている３)｡ 直政も祖父に倣って鷹を放ち､ これを
好んだことは慥かである｡ その出雲移封後の正保４
年 (1647) 12月､ 上総国海
かい
北
ほう
郡姉崎において幕府御
鷹場を下賜され４)､ 翌年正月22日鷹場法度を触れて
鳥見・鷹師・餌指の鷹職制を設けている５)｡ しかし､
彼の傍らにあって共に山野を駆け巡った御鷹方の具
・・・・・
体相については未解明である６)｡ 本稿では､ ｢鷹書｣
・・
という具体的な資料のもとで直政に召出された御鷹
方を洗い出し､ 松江藩松平家当初におけるその状況
を窺ってみたい｡ 以下に､ 宮内省式部職編纂 『放鷹』
(昭和６年刊､ 吉川弘文館)､ 宮内庁書陵部編 『和漢
図書分類目録』 (昭和26年刊)を引くが､ 後者は 『目
録』 と略称し､ ｢163/1371, 『目録』､ 795｣ と函／号､
頁を示すことにする｡
２. ｢鷹書｣ 制作 (伝授・相伝を含む) に関わった人物
｢鷹書｣ とは､ 鷹狩に伴う技術､ 鷹飼養・薬方､
儀礼などの種々のテーマを文字・図絵に著わし､ 雛
形等の形で写し留めたものである｡ 松江藩松平家の
初期段階において､ ｢鷹書｣ の制作に従事した人物
として管見に入った範囲では下記があげられる｡
１) 加藤一楽､ 加藤米之助
｢加藤一楽｣ は､ 松江藩松平家初期の鷹匠である｡
同藩放鷹史における彼の位置付けにつき､ 書陵部蔵
『鷹術部類書』 (元文５年〈1740〉10月の序)の４冊
本 (163/932)､ また､ 同６冊本(163/933)に､ ｢鷹
術達人｣ の一人として ｢慶長十五年比｣ の ｢加藤小
平次
(治)
入道一楽ノ伝書｣ と見える (後述)｡ 彼の関係す
る鷹書に次がある｡
○ 『鷹脉秘書』 加藤一楽 写 (松平) １冊
(163/1371, 『目録』､ 795)
原表紙に ｢鷹脉秘書｣ (直､ 左)､ 内題に
｢鷹脉秘書
堀江佐冶右エ門所持
｣ (右傍 ｢冶
(ママ)
｣)とある｡ 小本｡ 全７丁｡
｢鷹脉見様｣ として ｢六脉／ 眼の色､ 毛つや､ 餌
喰､ 揚様､ たふるい､ 肉
(しし)
の善悪｣ のそれぞれにつ
き､ 口伝を述べる｡ 奥に次がある (／印は改行部)｡
｢右脉見様之秘事､ 毛頭他見／他言有之間敷候､
仍条々如件
加藤一楽／伝之
堀江佐次右衛門
享保二丁酉仲春吉旦｣ (５丁オ)〈５丁ウは白紙〉
此主永井五之助｣ (６丁オ､ １行目)
右は､ 加藤一楽から堀江佐次右衛門に鷹術秘伝の
相伝があったことを示す｡ だが､ 加藤一楽は､ 元禄
２年 (1689) に歿している (後述)｡ ｢享保二丁酉
(1717) 仲春吉旦｣ の１行は､ その後の文言であろ
う｡ 佐次右衛門から某―これは､ あるいは､ ｢此主永
井五之助｣ (文化13年〈1816〉９月歿)の父勘平 (宝
暦４年〈1754〉６月歿) か―への相伝のあった年次
かも知れない｡ 勘平は第５代宣
のぶ
維
ずみ
・第６代宗衍に､
五之助は宗衍・第７代治郷に仕えた鷹匠である (後
述)｡
とすると､ 一楽から佐次右衛門への相伝時の時日
が明記されていないこと､ また､ ｢堀江佐次右衛門
殿｣ という接尾辞のないことが問題となる｡ が､ こ
・
れらは佐次右衛門から某人への相伝時に消去された
かも知れない｡ ｢堀江佐次右衛門｣ とは､ 次項で言
及する ｢古暦｣ と号した人物である｡
○ 『鷹之書抜書』 享和元年／加藤米之助 (松
平) １冊 (163/918, 『目録』､ 793)
原表紙 (灰色・斜め押型文様) の外題に ｢鷹之書
抜書｣ (簽､ 原､ 左)とある｡ 縦22.3㎝､ 横16.1㎝｡
袋綴､ 楮紙｡ 18丁､ １面８行｡ 漢字平仮名・片仮名
交じり文｡ 『放鷹』 に､ ｢○加藤一楽鷹之書抜書 一
／天和二年 (1682) 五月加藤一楽より堀江助八へ送
れるもの｡ 首に種々の呪文のこと､ 取飼のこと､ 符
替りを知る歌､ 調薬のこと､ 鷹死する時季節により
頭のむけ方の異ることを説き､ 次に／ 八重場に
狩する人の箸鷹を手むきにせうと名をばいはまし／
以下鷹に関する歌五十二首を挙ぐ｡｣ (505頁) と解
説される｡ 奥書に次のようにある｡
｢右貴発執心源故､ 色々抜書集令相伝／者也､ 不
可有他見候､ 以上
天和弐 加藤一楽
五月日 [
(花押)
]
堀江助八殿
享和元酉年八月十一日酒井栄之助
(より)
うつし取
加藤米之助
(18丁ウ)
｣
｢堀江助八殿｣ とは､ やはり､ 堀江佐次右衛門で
あろう｡ 天和２年一楽から佐次右衛門への相伝がな
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されたらしい｡ 享和元年 (1801) の ｢酒井栄之助｣
とは､ 松江藩御鷹方を勤めた酒井 (式右衛門) 家の
４代目酒井真十郎周成をいう (文政９年９月歿)｡
｢助八｣ ｢栄之助｣ といった名は通称である｡ ｢加藤
米之助｣ とは､ 一楽の後裔で､ 年代､ また､ 推測さ
れる職種からして６代目加藤小平治の弟良助 (７代
目加藤小平治の美濃衛の叔父) と比定される｡ 寛政
７年 (1795) 御鷹方見習､ 文政３年御鷹方頭取とな
り､ 同７年６月嗣子なく病死した笠原弾内 (10代目)
の末期名字相続をして11代目笠原良助となった (後
述)｡
次に､ 松江藩 『列士録』 から ｢加藤小平治 百石
役組外
御内用方頭取｣ の条を引こう｡
元祖 加藤小平治 本国不知生国越前
一寛永年中年月日不知 於信濃松本 直政様江為御鷹方被召
出新知二百石被下 之御鷹頭従富田久助殿御貰 ／ 嫡子承応元壬
辰年月日不知御鷹方江別被召出
一寛文七丁未年月日不知御者頭役被仰付御加増百石被下
之都合三百石御免之年号月日不知
一天和二壬戌年月日不知如奉願隠居被仰付隠居料百石被
下号一楽
一元禄二己巳年九月十二日於出雲死
加藤一楽〈本国不知､ 生国越前〉は､ 寛永年中信
州松本にて直政に御鷹方として召出されたとある７)｡
直政が､ 越前大野から松本に移封されたのは寛永10
年 (1633) ４月であり､ 出雲に移封されたのは同15
年２月11日であった｡ 召出されたのは､ この間であ
る｡ また､ 双行細字注には､ ｢御鷹頭従二富田／久助
殿一御貰｣ とある｡ ｢富田久助｣ とは､ 公儀御鷹匠頭
・・ ・
戸田久助のことである｡ この戸田家につき､ 『新訂寛政
重修諸家譜』８) によれば､ 久助は諱を貞
さだ
吉
きち
といい､
某年祖父勝則の遺跡を継ぎ､ 台徳院 (２代将軍秀忠､
在職は慶長10年〈1605〉４月～元和９年〈1623〉７
月) に近侍し､ 御鷹匠頭となり､ しばしば加恩あっ
て1280石余を知行した｡ 寛永15年11月３日500石の
地を加恩あり､ 同19年布衣を着することを許された｡
正保３年 (1646) 300石加増あって全て2080石を知
行する｡ 慶安２年 (1649) ５月７日 (鷹匠) 同心の
員を増やされ､ 全て50人を預けられた｡ 承応元年
(1652) 10月14日歿した｡
一楽は､ 戸田久助貞
さだ
吉
よし
の弟子であり､ その推挙に
よって採用され､ 新知200石という待遇を給わった｡
直政は将軍家に願い上げ､ その仲介なり口利きなり
を賜ったのであろう｡ また､ ここで一楽が銓考され
たのは､ 彼の生国をも考慮してのことであろう｡ 一
楽は､ 松平忠直の旧臣かその縁者であった可能性も
ある｡ 越前は､ 直政が育った地であり､ 父結城秀康・
兄忠直の領国であった｡ 元和９年２月10日忠直が豊
後国府内藩の地に蟄居を命じられて後､ その家臣の
内には､ 弟忠昌・直政､ 長子仙千代丸のもとに引き
取られる者もいた｡
『列士録』 における一楽の記録は11行ほどである｡
彼は寛文７年月日不知御者頭役
おんものがしらやく
となって100石加増され
(都合300石)､ 天和２年隠居し (号一楽､ 隠居料100
石)､ 元禄２年 (1689) ９月12日出雲で歿した｡
嫡子小平治 (２代目) は､ 生国出雲､ 承応元年
(1652) 月日不知御鷹方へ召出された御擬作等不知｡ 延宝元年 (1673)
月日
不知御鷹方御免〈勤之年数22ヶ年〉｡ 天和２年月日不知父の
家督200石を下され､ 御次番を仰付けられた年号月日不知 ｡
[弟平左衛門一楽２男は､ 召出されて20石５人扶持を下
され､ 父歿後の隠居料100石を下されたが年号月日不知 ､ 後
に故あって改易となった｡ 弟彦坂与三右衛門一楽３男は､
兄平左衛門へ下され来たった20石５人扶持を下され
たが､ 後に故あって改易となった年号月日不知 ｡] 元禄８年
(1695) ２月出雲にて歿した｡ ３代目加藤久次郎は､
生国出雲､ 元禄八年月日不知父の遺跡を相違なく200石下
されたが､ 後､ 難治の病気となり､ 翌年月日不知願出て返
上し､ 引き籠もり､ 宝永２年月日不知出奔した｡
その嫡子加藤小平治 (４代目) は､ 生国出雲､ 元
禄９年月日不知父の家督御合力米100俵を下され于時七歳御留守
居番組へ組入れ､ その後､ 大御番組へ組替｡ 正徳元
年８月朔日御扈従番組へ組替､ 御供廻｡ 翌２年３月
17日､ 享保５年３月12日､ また､ その後､ 両度年号月日不知 ､
江戸勤番仰せ付けられる｡ 以後､ 御次番､ 大御番組､
札座御銀奉行､ 大御番組筆頭役､ 隠岐国郡代役(役
料20俵)､ 役
やく
組
くみ
外
はずれ
となり､ 寛延元年 (1748) ３月４
日隠州渡海を仰せ付けられ､ 同年12月16日隠岐で歿
した｡ ５代目加藤小平治は､ 寛延２年２月19日父の
遺跡米100俵を下され､ 大御番組へ組入れられた｡
同４年９月５日免
めん
御切替で90石に成し下されたが､
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明和４年閏９月21日古免通り米100俵に成し下され
た｡ (略) 寛政３年４月15日出雲で歿した｡
寛延４年 (宝暦元) ９月５日の免御切替とは､ 藩
の財政窮迫による藩士俸禄の改定をいう｡ それまで
は４斗俵112俵半＝100石として支給されていたが､
この時より３斗俵100俵＝100石として支給されるこ
とになった｡ 藩士の俸禄は一律に三分の二に切り下
げられ､ 小平治も100俵 (400斗) から270斗に減俸
されたのである｡ 明和４年 (1767) 閏９月､ もとの
俸禄に復した｡ 第６代藩主宗衍の時のことである｡
加藤家の記録は､ 以後､ 10代目 (慶応２年12月)
まで続くが､ ６代目加藤小平治 (文政８年７月26日
歿) の弟良助は､ 治郷治世下の寛政７年 (1797) ７
月６日御鷹方見習となり､ 文化９年11月18日御鷹方
見習として出精するにつき３人扶持を下された｡ 斉
恒の代､ 文政３年 (1820) ２月21日御鷹方頭取とな
り､ 斉貴の代となった同７年６月16日笠原弾内 (嗣
子なく病死) の名字相続 (遺跡10人扶持) を仰付け
られ､ 11代目笠原良助となる｡ この家は､ 元祖を笠
原半助〈本国・生国共長門〉といい､ ｢寛永十七庚
辰年月日不知於江戸 直政様江為御扈従被召出之､ 新知百
五十石被下之｣ と記録されている｡ 笠原良助は､ 同
12年12月６日鷹術指南役となり､ 御鷹御用で江戸表
にも往復した｡ 天保４年 (1833) 10月３日歿した｡
12代目笠原良助は､ ６代目酒井弾助の弟忠次郎を養
子に入れたもので､ 安政３年 (1856) ７月12日御鷹
匠方頭取役東会所懸リ合となり､ 同６年正月21日歿
した｡ 孫の13代目笠原庫八も鷹術に秀で､ 嘉永６年
10月15日御鷹匠方本役を仰付けられた｡ 安政６年
(1859) ３月20日父の遺跡20石５人扶持を下され､
御留守居番組組入となった (安政２年度の 『御給帳』
に見えるのは､ この人物である)｡ 11代目笠原良助
以下､ 斉斎の恩顧を被ったようだが､ 慶応２年12月
18日の ｢御改革｣ によって御鷹匠方・家業は御免と
なる｡
２) 堀江佐次右衛門
｢堀江佐次右衛門｣ に関する鷹書は次である｡
○ 『鷹之書』 堀江左
(ママ)
次右衛門 写 (松平) １冊
(163/1191, 『目録』､ 792)
原表紙 (藍色､ 龍・亀甲文様)・原題簽 (左) に
｢鷹之書 全｣ とある｡ 表紙の次の料紙に ｢鷹ノ手引
書｣ (墨書､ 旧内題ヵ) とあるが､ 今､ 表紙に接着
されて表に見えない｡ 縦25.0㎝､ 横18.0㎝｡ 袋綴､
楮紙｡ 墨付８丁｡ １面８～９行｡ 漢字平仮名交じり
文｡ 漢字に片仮名付訓｡ 奥に ｢正徳二年 (1712) ／
辰正月吉 堀江佐次右衛門／在判｣ (８丁ウ)とあ
る｡ 本文首は ｢鷹飼心掛は朝六時
(より)
居出シ朝之内そゝ
ろニ心を付／餌を飼朝餌ハ五ツ夕餌ハ八ツ時飼細掛
山帰ニ片餌飼／百日に一度も有間敷ノ
(候ヵ)
(後略)｣ とあ
り､ 以下､ 鷹の飼養方を述べ､ また､ ｢鷹類字｣ と
して ｢一角
ヲウ
鷹
タカ
青鷹
同
大
タ
鷹
イ
兄
セ
鷹
ウ
｣ (６丁ウ)､ ｢鷹立
(？)
之
次第｣ (８丁オ)､ ｢大緒本方寸法之事｣ (８丁ウ)､
｢鞭本方寸法之事｣ (９丁オ) 等について述べる｡
○ 『真要集』 堀江左
(ママ)
次右衛門 享保10年 (1725)
自筆 (松平) １冊 (163/920, 『目録』､ 785)
原表紙 (薄い藍色､ 無地) の外題 (直､ 後､ 左)・
内題・尾題に右のようにある｡ 内題下には ｢堀江氏
編輯｣ ともある｡ 縦25.4㎝､ 横17.1㎝｡ 袋綴､ 楮紙｡
墨付9.5丁｡ １面11行｡ 漢字平仮名交じり文｡ 漢字
に朱筆で片仮名付訓､ 注文を付す｡
奥の尾題下に ｢堀江左
(ママ)
次右衛門[ ] (花押)｣ とあり､
次行に ｢享保十乙巳年／ 永井平次
(ママ)
殿へ｣ (10丁オ)
とある (この後､ 10丁ウ､ 及び､ 11､ 12丁相当部は
刃物で切り取った形跡がある)｡ 享保10年､ 左次右
衛門から永井平次に相伝したものらしい｡ ｢永井平
次殿へ｣ とあるが､ これは後述の ｢永井平治 (四代
・ ・
目永井庄左衛門)｣ に同じであろう｡
本文首部は､ ｢一鷹始る事 磨伽多国日本に始る
事仁徳天王より／已来也 (中略)／一鷹は八幡諏訪
春日の沙門のそんそう也故に朝夕／手にふれ取りあ
つかふとも手洗うかいもせすしてハ努々／取あつか
ふへからす是第一鷹師の肝要なり (略)｣ とあり､
以下､ ｢一大鷹仕懸る事｣ ｢一鷂巣鷹入掛一大事也｣
～ ｢一鷹薬飼｣ などを述べる９)｡
○ 『鷹脉秘書』 加藤一楽 写 (松平) １冊
(163/1371, 『目録』､ 795)
○ 『鷹之書抜書』 享和元年／加藤米之助 (松
平) １冊 (163/918, 『目録』､ 793)
これらは先の ｢加藤一楽｣ の条で言及した｡
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○ 『羽合寄方等抜書』 写 (松平) １冊
(163/1336, 『目録』､ 797)
表紙・題簽肩に ｢堀江佐次右衛門之鷹書歟｣ とあ
る｡ 松江藩士の手になるか｡ 羽合､ 拳､ 身の堅めや
う等､ 18ヶ条を説く (『放鷹』､ 541頁)｡
さて､ 『列士録』 によれば､ 堀江佐次右衛門の父
佐次右衛門は生国丹後といい､ 正保３年 (1646) 出
雲で直政に御鷹方として召出され､ 13石３人扶持を
下された｡ 元禄12年10月20日出雲で歿した｡ この本
家を嗣いだのは､ 兄弟の内の弟佐次右衛門 (当面の
人物) で､ 兄又兵衛 (本国不知､ 生国出雲) は､ 万
治元年 (1658) 直政に御鷹方見習を仰付けられ､ 天
和２年20石５人扶持で御留守居番組に御取立となり､
元祖堀江又兵衛の家 (130石､ 格式御者頭) を興し
た｡ 元禄11年まで御鷹方を勤め〈勤之年数41ヶ年〉､
宝永４年２月隠居 (号静休)､ 享保３年４月24日出
雲で歿した｡ その２代目堀江金大夫は､ 元禄６年正
月から同11年３月まで御鷹方へ勤仕した｡
当面の弟佐次右衛門は､ 本国不知､ 生国出雲とい
い､ 直政の晩年､ 寛文元年 (1661) 月日不知12歳で御鷹部
屋に罷り出た｡ 同４年召出されて金５両３人扶持を
下され､ 御小袖３・御脇差を拝戴した｡ 同７年金１
両増を下された｡ 第３代藩主綱近の延宝４年 (1676)
月照寺御番勤務､ 同５年幸松様 (第２代綱隆の５男
幸松｡ 後の第４代吉透) 御部屋勤仕を仰付けられた｡
同７年御鷹部屋へ勤仕し､ 御鷹１居仕うことを､ ま
た､ 貞享元年大鷹を仰付けられた｡ 先の加藤一楽に
学ぶところ大きかったであろう｡ 元禄元年前半御鷹
相止によって八幡出雲郷橋掛直しの奉行､ 同２年月
照寺御破損奉行､ 同年仁多飯石大原郷目付役､ 同３
年京橋掛直しの元締､ 同４年三保関破船の濡米入札
払､ 同５年御作事方役などを仰付けられた｡ 同６年
５月16日御鷹方へ勤仕し､ 同７年12月御褒美銀２枚
下された｡ 同10年江戸城北御丸御普請御手伝の節､
江戸へ罷り越して大工方を勤め､ 翌年３月10日御褒
美御袷１下された｡ 元禄12年父の跡式13石３人扶持
を下され､ 御鷹方へ勤仕した｡ 元禄15年御取立となっ
て20石５人扶持､ 御留守居番組へ組入となった｡ 同
16年松原定右衛門10)〈時に御鷹方支配〉の江戸留守
中､ 御役所内諸事代判を仕るよう仰付けられた｡ 翌々
年 (宝永２年) 12月14日その出精により御目録拝戴
し､享保４年10月13日新知100石を下された｡ 同７年
野合郷方勤め御免となり､同11年 (1726) ２月11日
病により願出て御鷹方勤仕御免となった｡ 同年８月
３日願出て隠居し ｢古暦｣ と号し､ 翌年８月５日出
雲で歿した (78歳)｡ 佐次右衛門は､ 直政から第５
代宣
のぶ
維
すみ
まで５代の藩主に仕えた｡ 上記の写本３点は
その晩年の書写・編書になる｡
次の２代目堀江佐次右衛門は､ 享保11年８月３日
父の家督100石を下され､ 御留守居番組組入､ 同17
年６月23日御鷹部屋勤仕､ 延享４年12月26日御鷹方
頭取となる｡ 寛延３年５月29日御鷹方相止となるが､
宝暦２年３月23日御鷹方御用､ 御鷹部屋勤仕となり､
同７年10月５日格式役組外を仰付けられ､ 同12年
(1762) ８月２日出雲で歿した｡ ３代目堀江軍五右
衛門は､ 同12年９月23日父遺跡100石を襲い､ 大御
番組へ組入れられ御鷹方を務めたが､ 明和２年５月
29日御鷹部屋出勤御免となり､ 安永５年８月13日故
あって大原郡へ蟄居させられた｡ 以上､ ｢堀江佐次
右衛門｣ に関する記録である｡
ところで､ 先にも触れた 『鷹術部類書』 という書
は書陵部に３本所蔵されている｡ これは､ ｢鷹術達
人｣ の所説を収集､ 整理した鷹術の部類書で､ 『放
鷹』 にも詳しく解説されている (587頁)｡ 元文５年
(1740) 10月の序をもつが､ 編者は未詳である｡ Ａ
本は､ 『鷹術部類書』 ６冊 (163/933) で､ 語類・
法義・薬方の３部から構成され､ それぞれを上下に
分かって６冊仕立てとする｡ 完本であろう｡ Ｂ本は､
『鷹術部類書』 ４冊 (163/932) で､ これは薬方の
部 (２冊) を欠く｡ Ａ､ Ｂ２本は､ 表紙 (紺色､ 草
花の押型文) も寸法 (縦25.4㎝､ 横18.1㎝) も同じ
である｡ Ｃ本は､ 『鷹術法儀之巻下』 １冊 (163/
1242) で､ これは法義の部の下冊だけの零本らしい｡
Ａ本､ Ｂ本の２冊目､ 即ち､ ｢語類之巻｣ 下冊の
末尾に次のようにある｡ 本文中に引用した ｢鷹術達
人｣ の書につき､ 年代順に並べたものである｡
１ 鷹術達人
２ 文明十八年 (1486) ノ比
３ 江崎山城入道ノ伝書
４ 永正三年 (1506) 比
三保サト子 三保忠夫：松江藩松平直政時代の鷹書と鷹匠 － 35 －
５ 雀部藤右衛門入道宗淵ノ伝書
６ 慶長十五年 (1610) 比
７ 依田十郎右
(ママ)
衛門守広ノ伝書
８ 加藤小平次
(治)
入道一楽ノ伝書
９ 野間善兵衛入道安心ノ伝書
10 堀江左
(ママ)
次右衛門□
(字形不詳)
伝書
11 一右之外伝書多といへとも伝来の人不相知ゆ
へ其性
12 名を記さすして或書ニ曰とす
右はＢ本による (頭部の数字は便宜的に付した行
数)｡ 人名の部分には朱引､ 年号や ｢伝書｣ の２字
には朱で 印が付されているが､ 今､ 割愛した｡
本文中には他にも ｢政頼ノ書伝云｣ ｢渡部書伝云｣
｢山本氏伝云｣ などと見えるが､ 著者にとって列挙
すべきは右であったらしい｡ 但し､ Ａ本の場合は９
行目までで10行目以下は存しない｡ Ａ本､ Ｂ本いず
れが本来の形か未勘であるが､ 堀江佐次右衛門 (享
保12年８月歿) の年代から推して､ 10行目以下は同
人の子弟・弟子筋の後補によるものとも考え得る｡
｢□
(字形不詳)
｣ の箇所も不審な筆遣いで判読できない｡
本書は､ 右のような ｢鷹術達人｣ の伝書を引用し
ながら編述されている｡ その際､ 多く､ ｢依田氏云｣
｢野間安心曰｣ のような形で引用されている｡ とこ
ろが､ ひとり堀江佐次右衛門の伝書については ｢堀
江師云(曰)｣ と ｢師｣ 字を添えて引かれている｡ よっ
・
て､ 編纂者は松江藩の､ 堀江佐次右衛門の子孫か弟
子かであろうと推測される｡ これがその２代目､ ３
代目の可能性もあるが､ 未詳である｡
３) 永井六之助､ 永井平治､ 赤井角兵衛
｢永井六之助｣ の関係から見ていこう｡
○ 『鷹以呂波』 赤井角兵衛 享保８年写／永
井平治 (松平) １冊 (163/1339, 『目録』､ 786)
原本の外題は､ ｢鷹いろは｣ (原表紙・濃紺､ 後題
簽､ 左)とある｡ 全18.5丁｡ 奥に､ ｢右之鷹以呂波一
巻者永井六之助書也／赤井角兵衛伝之而今亦授予､
依写／焉者也 ／于時享保八癸卯二月日 永井平治[ ](花押)｣
(19丁オ) とある｡ この裏面は､ 意図的に切除した
ようだが､ 何か書いてあったのかも知れない｡ 花押
は本来のもので模写ではない｡ 永井六之助の成書
『鷹いろは』 は､ 赤井角兵衛之に伝へられ､ 享保８
年 (1723) ２月永井平治の伝写するところとなった｡
内容は､ 鷹のなづけ方を手ほどきするもので､ 『放
鷹』 に､ ｢鷹のなつけ飼様､ ひねり教へやう､ 引鳥
を使ふやう､ 口餌､ 野守鏡等のことを説く｡｣ (544
頁) と解説される｡
さて､ ｢永井六之助｣ とは､ ２代目永井六之助の
ことであろう｡ 『列士録』 によれば､ その父は元祖
永井勘左衛門､ 即ち､ 後述の元祖永井平之丞の実父
である｡ 本国・生国共に信濃といい､ 寛永12年月日不知信
濃松本において直政に御鷹匠として召出され､ 米70
俵を下された｡ 同19年月日不知新知100石を下され､ それ
以後､ 50石加増されて都合150石となった｡ 記録の
内には､ ｢二男平之丞明暦元乙未年月日不知 直政様江被
召出｣ とも見える｡ 父と共に直政に仕えたと知られ
る｡ 寛文３年４月13日出雲にて歿した｡
勘左衛門の嫡男が２代目永井六之助であり､ 元祖
永井平之丞の兄である｡ 生国は信濃で２代目 ｢永井
六之助｣ を襲った｡ 寛永19年月日不知出雲で直政へ御鷹匠
として別に召出され､ 小判３両を下され､ 正徳２年
月日
不知新知100石､ 以後､ 100石加増､ また､ 50石加増さ
れ､ 都合250石を下された｡ 元禄10年５月29日願い
出て隠居が許され､ 隠居料100石を下された｡ 号養
花｡ 同14年 (1701) ９月２日出雲で歿した｡
元祖が ｢六之助｣ を名乗らなかった証はないが､
ここは２代目永井六之助を考えておきたい｡ ｢永井
六之助｣ は､ 以後､ 11代目まで続き､ 明治を迎える
が､ これらの代と御鷹方との関係は認められない｡
次に､ ｢赤井角兵衛｣ であるが､ これは元祖赤井
角兵衛か２代目赤井角兵衛か､ ２人の内､ いずれに
該当するか､ はっきりしない｡ 『列士録』 によれば､
元祖赤井角兵衛は､ 本国丹波､ 生国摂津といい､ 寛
永19年月日不知直政に雇用され､ 御鷹匠を勤めた｡ 彼は､
もと､ 三谷権太夫11) 方で鷹役を勤めていたが､ 鷹の
用事で御鷹部屋に罷り出たところ､ 直政が遊ばされ､
その御前で鷹居
すえ
を仰せ付けられた｡ その技量が御意
に入り､ 早速に御雇いになったという｡ 明暦元年
(1655) 月日不知綱隆に召出され､ 15石４人扶持を下され
た｡ 同年月日不知直政に御雇され､ 御切米５石下され､ 合
わせて20石４人扶持となった｡ 江戸御供数度､ 上総
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御鷹場へも度々罷り越し､ 御用を勤めた｡ 寛文７年
(1667) 月日不知御取立､ 新知100石下された｡ 延宝３年４
月日不知御鷹方御免､ 御番方を勤め､ 同７年月日不知豊姫様
江戸へ御越遊ばされるにつき､ 御供 (道中御簾附)
を仰付けられた｡ 左記の元祖永井平之丞より年上だ
が､ 御鷹方の同僚ではあった｡
その嫡子赤井角兵衛 (２代目) は､ 寛文７年８月
25日に綱隆に御雇され､ 御鷹部屋に罷り出た｡ 延宝
元年月日不知召出され､ 金３両３人扶持を下された｡ 同６
年月日不知御鷹受取のため江戸表へ罷り越すように仰付け
られた｡ 貞享元年 (1684) 12月25日御取立､ 金３両
５人扶持を下され､ 御留守居番組へ組入れられた｡
同四年月日不知御鷹方御免となった｡ 元禄５年 (1692) ５
月27日父遺跡100石下され､ 御鷹方出勤を仰付けら
れた｡ 正徳６年月日不知御鷹方御用で江戸表へ遣わされ､
享保４年10月12日加米30俵下された｡ 同10年７月27
日病気につき､ 願い出て御鷹方勤仕御免となり､ 同
11年 (1726) 正月15日出雲にて死去した｡ 以後､ ３
代目赤井角兵衛・４代目赤井久右衛門も御鷹方に勤
めたが､ ５代目赤井角蔵は､ 家業 (御鷹方) 怠慢に
つき､ 御番方へ配置換えとなった｡
６代目赤井角兵衛・７代目赤井林左衛門たちも御
鷹方に勤めた｡ 就中､ ６代目に関しては下記がある｡
○ 『大鳥肉当テ秘密伝 全』 古谷定右衛門 写
(松平) １冊 (163/1070, 『目録』､ 781)
寛政の頃 (７年８月とも)､ 古谷定右衛門が認
したた
め
た大鳥肉当の秘伝を弟子の菊川好に相伝し､ 菊川
は､ 寛政９年 (1797) ８月これを赤井角兵衛に伝え
たというものである｡ 菊川も松江藩御鷹方の武士で
あった (別に ｢菊川好 (伊太郎)｣ の条で述べる)｡
７代目赤井角兵衛も御鷹御用に功績があった｡ ８
代目赤井林左衛門・９代目赤井熊蔵は､ 時節柄､ 警
衛・防備関係の役職を担当することとなった｡
次に､ ｢永井平治｣ とは､ 享保８年という書写年
次からして､ その４代目の永井平治､ 即ち､ 永井庄
左衛門をいうのであろう｡ 『列士録』 によれば､ ｢元
祖 永井平治｣ の元祖は永井平之丞〈本国信濃､ 生
国出雲〉という｡ 平之丞は､ 永井勘左衛門 (元祖)
の２男に生まれ､ 明暦元年 (1655) 月日不知出雲において
直政に召し出され､ 御次に勤仕した｡ 万治３年
(1660) 月日不知20石５人扶持を下され､ 御鷹方を仰付け
られ､ 御留守居番組へ組入となった｡ 明暦３年江戸
御供仰付けられてより､ 毎年往来して都合16度､ そ
の他､ 大坂･甲州への御使を度々勤めた｡ 綱隆の度々
の江戸御供､ 上総姉崎の御鷹場御用を仰付けられ､
大坂の御使者も勤めた｡ 延宝３年 (1675) 月日不知江戸勤
番を仰付けられ､ 姉崎御鷹場へ罷り越す御用を勤め
た〈この年､ 御鷹場は幕府に返上する〉｡ また､ 御
番方､ 豊姫様江戸御供､ 掛合在番 (19年間) を勤め､
享保２年８月16日願い出により隠居を仰付けられた｡
号楽睡｡ 同５年 (1720) ５月15年出雲にて歿した｡
この家督は､ 享保２年８月16日２代目永井庄左衛
門が嗣いだ (20石５人扶持・御留守居番組組入)｡
鉄炮御用､ 唐船御用として勤めたが､ 同14年 (1729)
正月25日出雲にて病歿した｡ 亡兄の病中願い置きに
より､ 同年３月18日永井勘六 (元祖平之丞の２男)
が遺跡を嗣ぎ､ ３代目となる｡ だが､ 同11月13日出
雲で歿した｡ 平之丞の３男永井庄左衛門は､ 享保４
年11月月日不知願出により御鷹方を仰付かっていたが､ 同
14年12月16日亡兄の病中願い置きによりその遺跡20
石５人扶持を下され､ 御留守居番組へ組入れられ､
４代目となった｡ 寛延２年12月９日御番方10ヶ年出
精相勤めるにつき御袷１下された｡ 同４年９月５日
免御切替につき､ 73石を成し下された｡ 宝暦９年７
月18日御番方10ヶ年出精相勤めるにつき御帷子１下
された｡ 明和４年閏９月21日古免の通りと仰付けら
れ､ 20石５人扶持を成し下された｡ 同６年７月９日
10ヶ年御番方皆勤につき御帷子１下された｡ 同７年
３月18日願い出によって隠居し､ 無心と号した｡ 天
明４年７月26日出雲にて歿した｡ 以下､ ５代目､ ６
代目､ ７代目 (共に名は運平)､ ８代目平治と続い
たが､ 御鷹方の務めに就いていない｡
こうしてみると､ 享保８年時に御鷹方と関わって
いたのは､ ４代目の永井庄左衛門しかいないことに
なる｡ ２代目永井庄左衛門､ その他の人物について
は御鷹方との関係が認められないようである｡ 先の
加藤一楽の条に ｢永井五之助｣ とあるのも､ また､
｢堀江佐次右衛門｣ の条にあげた書陵部蔵 『真要集』
１冊 (163/920) の奥に ｢享保十乙巳年／ 永井
平次
(ママ)
殿へ｣ とある ｢平次｣ も右４代目永井庄左衛門
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をいう｡
４) 野間善兵衛入道安心
｢野間善兵衛入道安心｣ は､ 直に ｢鷹書｣ の制作
に関わったわけでなく､ ｢鷹書｣ の中に ｢鷹術達人｣
として見える人物である｡ 即ち､ 先に言及した宮内
庁書陵部蔵 『鷹術部類書』 ４冊 (163/932､ 『目録』､
799) の第２冊 (語類下) の奥に､ ｢鷹術達人｣ の１
人として ｢野間善兵衛入道安心｣ の名が見えた｡ そ
の前行に ｢加藤小平次
(治)
入道一楽｣､ 次行に ｢堀江左
(佐)
次右衞門□｣ の名が挙がっているから､ ２人に同様､
やはり､ 松江藩の人物かと推測される｡ しかし､ 松
江藩 『列士録』 に､ このような記録をもつ人物を見
出せない｡ ただ､ 同書に ｢野間善兵衛 (号久夢)｣､
また､ その２男善兵衛という名が見え､ これが気に
なる｡ 代々､ 御鷹方と関わりがあったような記録が
見えないが､ 直政に召出された家系ではある｡
初代善兵衛につき､ 『列士録』 に本国・生国の記
載はなく､ ｢織田信長公御家来野間忠右衞門三男｣､
｢越前黄門秀康卿江奉仕｣ とある｡ 次いで一つ書で
｢一新知百五拾石被下之年号月日不知 ､ ／一御加増五百五拾
石被下之､ 都合七百石､ 御徒頭被仰付年号月日不知 ｣ 云々と
見え､ 後､ 御扈従御番頭役､ 大御番頭役を勤め､ 寛
文５年 (1665) 隠居 (隠居料300石)､ 久夢と号し､
同７年正月７日出雲で歿した｡ 明確な文言はないが､
この ｢一新知百五拾石被下之…｣ 以下は､ 〈松平直
政に仕えた〉後の人事記録となろう｡
秀康は､ 慶長12年 (1607) ６月８日に歿し (34歳)､
跡を忠直が襲った｡ 善兵衛が秀康に仕えたのは十代
の頃と見られ､ 秀康の歿後は忠直に仕えたであろう｡
兄忠直の庇護下にあった直政は､ 慶長19年大坂冬の
陣に奮戦し (14歳)､ 翌元和元年夏の陣に戦功を挙
げた (越前家第３隊)｡ 祖父家康は､ その功を賞し
て手ずからその打飼袋 (鷹の餌入) を与え､ 忠直は､
越前大野郡木本１万石を分け与えた｡ 直政は､ 同５
年６月叙爵されて従５位下出羽守となった｡ 同９年
２月10日忠直は豊後国大分郡萩原村に蟄居を命じら
れたが､ 直政は､ この８月６日家光将軍宣下の際､
その上洛に随行して従４位下に叙された (23歳､
『東武実録』 巻10)｡ 翌寛永元年６月､ 越前大野５万
石に加増移封され､ 同３年８月19日侍従に任じられ
た｡ 同10年４月には信濃国安曇・筑摩両郡で７万石
を賜わり､ 松本城に移った (33歳)｡ 転封加増に伴
い､ 直政は家臣団の充実に努めなければならなかっ
た｡ 秀康・忠直の越前宗藩系家臣団 (御譜代之者)
からは､ 重臣となって直政を支えた乙部九郎兵衛可
正・朝日丹波守重政・神谷源五郎富次､ その他が採
用された｡ ｢御鷹方｣ 関係でも､ 加藤一楽､ その他
のように､ 寛永年中 (1624～1643) から召出された
例が目立つ｡ 右の初代善兵衛は､ この頃､ 直政に召
抱えられた可能性がある｡ 善兵衛の縁者 (あるいは､
兄か) に ｢元祖 野間久大夫〈本国尾張､ 生国越
前〉｣ がおり､ これも ｢寛永年中年月日不知 於越前大野
／直政様江被召出米百俵被下格式等不相知｣ と 『列士録』 にあ
る｡
初代善兵衛の嫡子〈生国出雲〉は､ ｢明暦２年
(1656) 月日不知別ニ被召出御擬作等不知 ｣ て､ 元祖野間久大夫の跡
を継いで２代目久大夫と称した (この後の３代目は
三弥と称したが､ 拝知召上げとなり､ 家は断絶した)｡
同２男善兵衛〈生国出雲〉は､ 寛文５年月日不知に父家
督400石の内の200石を下され､ 江戸勤番となり
年号月日
勤方等不知､ 貞享２年 (1685) ７月４日武蔵で歿した｡
直政 (寛文６年２月歿) 晩年に父と共に仕えたらし
い｡
こうして､ 当面の ｢野間善兵衛入道安心｣ は､ 初
代善兵衛か､ ２代目善兵衛かに比定し得るのではな
いかと考えられる｡ もっとも､ 前者は ｢号久夢｣ と
いい､ これが ｢入道安心｣ と抵触するのではないか
・・
との問題がある｡ 一般の号と道号・法名とは必ずし
も同一ではないが､ 隠居を願い出る場合の ｢号｣ は
かなり公的なものである｡ やはり､ これが問題であ
るとすれば､ ２代目善兵衛を候補として考えたい｡
因みに､ この後裔となる７代目の善兵衛〈生国出
雲〉は､ 藩主第６代宗衍､ 第７代治郷､ 第８代斉恒
の代に御右筆､ また､ ｢入木道持明院家御門弟ニ被仰
付｣ (寛政７年８月)､ ｢手跡并書式指南｣ を務めた人
物である｡ 御書物写､ 兵学御書物写､ 兵法御秘書写
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などをも務め､ 文化５年 (1808) 10月11日出雲にて
歿した｡ 入木道持明院家は､ 『鷹経弁疑論』 『新修鷹
経』 などの書写本を遺した持明院基春 (天文４年
〈1535〉歿､ 享年82歳) を祖とする｡ 放鷹関係の書
籍類を書写している可能性もあろう｡
一方､ 『新訂寛政重修諸家譜』12) 巻986 (藤原氏､
支流) の ｢野間安
やす
信
のぶ
〈忠右衞門〉｣ の条によれば､
この人物は､ 織田右府 (信長) に仕えた〈今の 『呈
譜』､ 重信に作る〉｡ 息重
しげ
安
やす
〈忠左衞門､ 今の 『呈
譜』､ 忠右衞門に作る〉は､ 東照宮 (家康) に仕え､
天正18年関東御入府に伴って武蔵国豊嶋郡の内に采
地を賜り､ 元和３年歿した (享年86歳､ 法名宗心)｡
重安の１男重久は､ 天正10年東照宮に拝謁したが､
落馬で身を損なって奉公できず､ 30歳で死んだ｡ こ
の孫重
しげ
吉
よし
は､ 御鷹師を務め､ 寛永14年12月８日家を
継ぎ､ 15年家光にまみえ奉った｡
重安の２男政次は､ 東照宮に仕えて元和４年遺跡
を継ぎ､ 同５年12月豊嶋郡の内にして150石を加え
られ､ 同６年２月歿した (享年55歳､ 法名道忠)｡
３男は重起〈権兵衛〉､ ４男は重成〈野間金三郎成
澄が祖｡ 金三郎､ 金左衞門〉､ ５男は善
よし
正
まさ
〈善兵
衛〉といい､ この善正の条に ｢松平出羽守が家臣と
なる｡｣ との注記がある｡ この ｢松平出羽守｣ とは､
年代から推して叙任後の松平直政のことと見られ
(元和５年６月従５位下出羽守叙任)､ とすれば､ こ
の５男こそ､ 右の初代 ｢善兵衛｣ (または､ その２
男の２代目善兵衛) に相当する人物かと考えられる｡
『諸家譜』 には､ この子孫についての記載は全くな
い｡ ｢松平出羽守が家臣となる｣ と同時に野間家の
『家譜』 から分けられたのであろう｡ 但し､ 『列士録』
には ｢野間忠右衞門三男｣ とあった｡ 同書は､ 専任
・・
右筆の担当する一藩の公的人事記録である｡ だが､
直政時代ともなれば､ 年月日や擬作等につき､ ｢不
知｣ と記されることも多い｡ 誤写・誤伝､ あるいは､
修訂などもないとはいえないであろう｡ これは､ 幕
府人事記録や諸家譜等においても同様である｡
政次の嫡子政
まさ
成
なり
〈藤市郎〉は､ 慶長18年より秀忠
に仕え時に一三歳､ 元和６年５月８日遺跡を継いで御鷹師
となり､ 寛永２年12月11日采地の御朱印を下され､
新墾の田を合わせて270石余を知行し､ 飛鳥山の林
を賜った｡ 正保３年11月８日御鷹御用で武蔵・上総・
下総等の諸国に赴いた｡ 後､ 御裏門切手番の頭に進
み､ 明暦２年９月17日歿した (享年56歳)｡ 弟正道
は駿河大納言忠長卿に､ 同正勝は尾張大納言義直卿
に仕えた｡ 政成の嫡子正利〈与五右衞門〉は､ 正保
元年家光に拝謁し時に一二歳､ 明暦２年 (1656) 12月21日
遺跡を継ぎ､ 戸田久助が支配となった｡ 万治元年
(1658) ７月６日歿 (享年26歳)｡ この ｢戸田久助｣
とは､ 秀忠に近侍して御鷹匠頭 (千駄木組) を勤め
た戸田久助貞吉13) をいう (既出)｡ 嫡子正信〈市之
助､ 藤右衞門〉は､ 万治元年閏12月18日遺跡を継ぎ
時に
二歳､ 後､ 御鷹師となった｡ 天和２年３月21日小十人
に移り､ 享保元年閏２月６日歿した (享年60歳)｡
江戸時代初期から享保期にかけて､ この家系から
は幕府の御鷹師を務めた人物が出ている｡ 重安の孫
重吉も､ 政成―正利―正信と続く代々も御鷹師を家
業とした (この後も家系は続くが､ 御鷹師という文
言は見えない)｡ つまり､ ｢松平出羽守が家臣とな｣ っ
た善正〈善兵衛〉には､ 公儀の御鷹師を家業とする
近親者がいたのであり､ 彼自身もそれなりの鷹術の
達者であった蓋然性がある｡ むしろ､ こうした近親
者や御鷹匠頭戸田家の関与によってこの召出しが可
能となったとも考え得る｡
３. ｢鷹書｣ 制作を支えた人物・環境
｢鷹書｣ の制作やその伝授・相伝に直に関わった
人物を見てきた｡ こうした ｢鷹書｣ 類が成立するに
は､ まず､ それなりの人的環境が必要である｡ 彼ら
の背後にはどのような人物がいたのであろうか｡ 検
討資料が乏しく､ この全体像については未だ十分に
把握できないが､ 『列士録』 により､ 直政時代の御
鷹方として管見に入ったところをあげてみよう｡
｢大嶋八右衛門｣ は､ ｢大嶋八右衛門 弐拾石五人扶持組付｣
家の元祖で､ 本国・生国共信濃といい､ ｢寛永二十
癸未年月日不知御取立新知七拾石被下之御鷹方被仰付｣ と
なった｡ これに先立ち､ ｢一直政様江於信濃松本為御
鷹匠被召出御擬作年号月日不知 新知弐百石被下格式勤方不知 ／一寛永十五
戊寅年月日不知出雲御入国之節御供仕罷越御切米十三石三
人扶持被下之寛永二十御取立 ｣ と記録され､ 慶安２年７月朔日
出雲にて歿した｡ ２代目五左衛門は､ 父とは別に御
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鷹匠として召出され年号月日不知､ 慶安２年月日不知御取立てとなっ
たが､ 嫡子は故あって追放となった｡ この家は､ 五
左衛門の２男八左衛門 (万治３年２月 ｢直政様御代
御鷹方江御雇相勤之｣) の子八右衛門 (元文５年
〈1740〉御取立) が､ 新しく元祖となって慶応４年
まで続いた｡
｢楢崎作右衛門｣ は､ ｢楢崎七兵衛 八拾石 役組
外｣ 家の元祖で､ 本国・生国共近江､ ｢寛永年中年月日不知
於越前大野 直政様江被召出新知弐百石被下格式勤方不知｣
と記録される｡ 後､ 200石加増されて御番頭役とな
り､ 慶安２年江戸勤番を勤め､ 万治元年正月12日出
雲で歿した｡ 嫡子七兵衛〈生国越前〉は､ 寛永４年
月日
不知越前大野にて直政へ ｢御鷹方｣ として召出された
御擬作
不知 ｡ 同15年月日不知新知100石､ 万治元年月日不知父遺跡200石
下され (都合300石)､ 旅役数度勤め､ 寛文３年正月
13日摂津で歿した｡ ３代目作右衛門〈生国出雲〉は､
寛文２年月日不知直政に ｢御鷹方｣ として別に召出され
御擬作
不知 ､ 同３年月日不知父跡式200石下されて大御番組へ組入
れられ､ 御鷹方御免となった｡ 大御番組筆頭役とな
り月日不知､ 元禄12年４月21日出雲で歿した｡ 以下､ 11代
目作右衛門までの記録があるが､ 御鷹方には関与し
ていない｡
｢武藤平太夫｣ は､ ｢武藤平太夫 百石 組付｣ 家
の元祖とされる｡ 本国・生国共美濃で､ ｢寛永八辛
未年月日不知於越前大野 直政様江為御鷹方被召出之御擬作不知 ｣
と記録される｡ 同12年新知100石下され､ 寛文６年
月日
不知御鷹方御免勤之年数三十六ケ年､ 同９年加増50石､ 延宝３年２
月26日出雲で歿した｡ 嫡子弥三右衛門〈生国出雲〉
は､ 寛文５年月日不知直政に ｢御鷹方｣ として父とは別に
召出され20石５人扶持を下され､ 延宝４年４月日不知 遺
跡150石下され､ 大御番組に組入れられ､ 御鷹方御
免となった勤之年数十二ケ年｡ 元禄11年６月日不知 大御番組筆頭役仰
付けられ､ 同14年８月４日歿した｡ 以下､ ８代目平
大夫までの記録があるが､ 御鷹方には関与していな
い｡
｢井上仁右衛門｣ は､ ｢井上織衛｣ 家の元祖で､ 本
国不知､ 生国出雲といい､ 万治２年 (1659) ９月10
日直政へ ｢御鷹方｣ として召出された時一五歳｡ この父井
上九郎右衛門は生国筑前で､ 寛永16年直政に ｢御鷹
方｣ として召出され､ 天和元年12月20日出雲で歿し
た｡ 父九郎右衛門の跡は弟九郎右衛門が嗣いだ｡ 弟
も延宝元年御鷹方として召出され､ 宝永３年御鷹方
御免となった勤務年数三四年 ｡ ２代目仁右衛門〈生国出雲〉は､
元禄16年月日不知御鷹方見習を仰付けられ､ 享保７年２月
23日父の家督20石５人扶持を下され､ 御鷹方唯今ま
で通り､ 御留守居番組へ組入れられた｡ 寛保３年11
月12日御鷹羽合方を仰付けられた｡ 延享四年12月26
日御鷹方御減少につき､ 御番方御雇を仰付けられ､
宝暦２年６月26日隠居 (号一心)｡
｢酒井与五右衛門｣ は､ ｢酒井祖左衛門 弐拾四石五人扶持 組
付｣ 家の先祖で､ 生国信濃という｡ 寛永七年月日不知信濃
松本において直政へ ｢御鷹方｣ として召出され､ 24
石４人扶持を下された｡ 上総御鷹場に詰め､ 大坂へ
も御鷹御用をし､ 江戸往来も数度であった｡ 有馬中
務大輔 (久留米藩第４代藩主有馬頼元) へ進上する
御鷹を護送した｡ 元禄６年11月11日出雲で歿した｡
以下､ 代々御鷹方・御鷹方頭取・鷹術指南などとし
て勤務してきた｡
｢永井六之助｣ の父 ｢元祖永井勘左衛門｣ は､ 本
国・生国共に信濃といい､ 寛永12年 (1635) 月日不知信濃
松本において直政に御鷹匠として召出された (六之
助は同19年出雲にて召出) (既出)｡
右､ 記録に名を留める人物を見てきた｡ これらは
｢御鷹方｣ として主君に仕えた藩士であった｡ この
一方､ やや立場を異にする家老格の ｢鷹場御免｣ と
いう問題にも注意される｡ 例えば､ 次がそれである｡
｢乙部九郎兵衛｣ 家は､ 代々松江藩松平家の家老
を勤めた家である｡ その元祖は御鷹２居を拝領し､
｢鷹場御免｣ を賜わったという｡ 即ち､ 『列士録』 に
よれば､ 元祖乙部九郎兵衛〈本国伊勢・生国美濃〉
は､ 慶長８年月日不知結城秀康に新知300石で召出された
大久保加賀守殿
御取次 ｡ 父掃部先主金吾中納言秀秋は同年月日不知秀康に召出され､ 先
に800石下されていた｡ 九郎兵衛は､ 忠直の大坂両
御陣に御供し､ 元和５年12月28日忠直から直政へ附
けられた｡ 同７年３月嫡子も直政の御児小姓となっ
た｡ 直政は､ 寛永元年６月越前大野拝領､ 次いで同
15年２月２日出雲拝領となった｡ 九郎兵衛は先行し
て御城を受取り､ 直政の入部を待った｡ 同４月加増
されて都合５千石となった (内１千石与力)｡ 同16
年月日不知 ｢御鷹二居拝領之､ 且又出雲郡平田大川筋､ 不
島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第50号(2012年)－ 40 －
残鷹場御免｣ とある｡ 正保元年12月17日 ｢家来鷹飼
遠山市郎左衛門本名飯尾七大夫 ｣ が伯父・弟の仇討ちをしたと
も見える｡ 慶安２年６月８日出雲で歿した｡
３代目乙部九郎兵衛〈生国出雲〉も､ 寛文４年
｢同九月日不知御鷹拝領之､ 意宇郡忌部平原・嶋根郡佐
陀・古志・古曽志・永井､ 鷹場御免｣ といい､ 直政
～綱近に仕え､ 元禄６年９月３日出雲で歿した｡
この家は､ 以下､ 幕末の10代目乙部九郎兵衛可時
まで続くが､ もはや放鷹関係の記事は見えない｡
家老格の放鷹に関しては､ 先に元祖赤井角兵衛
〈本国丹波・生国摂津〉が､ 仕置役 (家老) 三谷権
太夫方の鷹役であったことを見た｡ このような松江
藩の家老格における放鷹は､ 資力を有していたとし
ても勝手に行ない得るものではない｡ 家格や功績に
よって藩主から賜わる一種の褒賞であり､ 特権であっ
た｡
平和の打ち続く時代において､ 鷹狩 (放鷹) は､
猟師の生業は別として､ 誰にでも許されてはいなかっ
た｡ 禁野・鷹場は､ 庶民の生活､ 中でも農水産の業
に影響するところが大きかったからである｡ 鷹狩は､
将軍家や藩侯などの特権階級に行なわれ､ その意義
も儀礼上､ 礼法上のそれに移行しつつあった｡ 『徳
川実紀』 には､ ｢紀伊黄門狩場より使もて鴈を献ぜ
らる｡｣ (『徳川実紀』､ 第８篇､ ｢有徳
(吉宗)
院殿御実紀｣
巻52､ 享保16年10月12日｡ 『新訂増補国史大系』､ 577頁)､
｢又松平出羽守治郷はじめ五人へ御鷹の雁を賜ふ｡｣
(『続徳川実紀』､ 第１篇､ ｢文恭
(家斉)
院殿御実紀｣ 巻29､
寛政12年11月２日｡ 同､ 446頁) といった記事が目
立つ｡ ｢鷹の鳥｣ ｢鷹の雁 (鶴､ 白鳥など)｣ は､ 既
に格式や栄誉を象徴するものとなっていた｡ 勿論､
鷹飼養のための経費や人件費も決して軽微なもので
はなかった｡ 家老格の放鷹は､ 直政時代であるから
可能であったのかも知れない｡
以上に､ ｢鷹書｣ 制作を支える人的環境を探った｡
『列士録』 の悉皆調査を踏まえたならもっと確実な
ことがいえようが､ 今は一端に留める｡
４. おわりに
松江市八幡町の平浜八幡宮に直政の奉じたとされ
る 『鷹図絵馬』 一対が所蔵されている｡ 向かって右
側の絵は､ 左向きの白鷹〈大緒は白・赤〉を背面か
ら､ また､ 左側の絵は､ 右向きの鷹〈同､ 赤・緑〉
を正面から描いた ｢架鷹｣ の板絵である｡ 共に､
｢奉掛八幡大菩薩御宝前｣ (上部に横書)､ ｢寛永歳
舎庚辰月吉祥 日／ 刺史敬白｣ (前者は右端
に､ 後者は左端に縦書) との墨書がある｡ 奉納者も
絵師もその名は明示されていないが､ 寛永17年12月
における出雲国の ｢刺史｣ とは松平直政をおいて他
にはない (｢
さ
月
げつ
｣ とは､ 
さ
祭
さい
〈一年の最後に万神を祭る 〉に因む陰
暦12月の異名)｡ 入部して１年10ヶ月後のこととな
る｡ 絵師は､ 狩野永雲 (元禄10年〈1697〉正月６日
武蔵にて歿) では若過ぎる｡ 彼も鷹絵に委しかった
はずであるが､ 年代的にはその１､ ２世代前の筆に
なろう｡ 永雲は､ 狩野安信の門弟で､ 第２代藩主綱
隆 (延宝３年〈1675〉閏４月歿) に仕えた｡
この鷹絵は､ 新国守としての直政の立場を象徴す
るかのようである｡ 大御所家康の直系という矜持､
鷹を愛した祖父家康への想いなども籠められていよ
う｡ 既に美術史研究の方面からの検討14)もなされて
いるが､ しかし､ こうした絵については､ ｢鷹絵｣
｢架鷹｣ という観点からの分析が必要である｡ これ
らは単なる鷹を描いたものでなく､ 希代の逸物､ ま
たは､ 愛鷹を写したものである｡ 鷹の能力､ 相､ 羽
の符､ 体形などには一定の､ あるいは､ それなりの
評価の基準があり､ それを満たした故のこの鷹絵で
ある｡ 勿論､ 鷹の個体上のことばかりではない､ そ
れに付随する問題もある｡ 鷹の据え様､ 大緒の繋ぎ
様・結び様､ 色合い､ 架のしつらい・幕､ その他､
作法・儀礼に従って描き､ 筆を運んだものが鷹絵で
ある｡ 我々は､ それを見究め､ 読み解かなければ､
鷹絵を理解したことにはならない｡ 口承も失せ､ 伝
承も乏しくなった現在､ こうした諸問題を解きほぐ
すには ｢鷹書｣ 類に依拠する他はない｡ ｢鷹書｣ と
いえば､ 文字資料が多を占めるが､ 図解・絵画､ 雛
形・模型などをも含め､ これらを読み解きながら放
鷹文化の歴史を総合的に記述していく必要がある｡
注
１) 『新訂増補国史大系 徳川実紀』 の ｢台徳院殿
御実紀｣ 巻51､ 元和５年12月是月の条｡
三保サト子 三保忠夫：松江藩松平直政時代の鷹書と鷹匠 － 41 －
２) 斎木一馬､ 他校訂 『徳川諸家系譜 第４』 (1984
年､ 続群書類従完成会) 所収 ｢越前家支流 松江
松平｣ の系譜第２部には､ 寛永15年戊寅２月11日
移封出雲国18万６千石､ 且管隠岐国(１万８千石)
之事とあり (129頁)､ 古川貞雄氏 (注６文献､ 『信濃』 19巻６号 ) は
｢直政の出雲へ向けての松本城出発は三月二日か
三日のことであったとしてよい｡｣ とされる｡
３) 山名隆弘 ｢徳川家康と鷹狩｣､ 『国学院雑誌』 82
巻４号､ 昭和56年｡ この他､ 多くの論著がある｡
４) 『内閣文庫蔵諸侯年表』 (1984年初版・1989年再
版､ 東京堂出版､ 754頁)｡ 第３代藩主綱近の延宝
３年 (1675) ７月16日に返上したともある｡ 天和
年間 (1681～1684) には御鷹師頭小栗長右衛門正
直の管轄となった (根崎光男著 『江戸幕府放鷹制
度の研究』､ 2008年１月､ 吉川弘文館､ 137頁)｡
なお､ この地は､ 直政の旧領地であった｡
５) 根崎光男著 『江戸幕府放鷹制度の研究』､ 2008
年１月､ 吉川弘文館｡ 92頁､ 137頁｡
６) 直政の初期家臣団については､ 古川貞雄 ｢松江
藩初期家臣団の拡大過程―信濃松本との関係を中
心に― (一)｣ ・ ｢同 (二)｣ (信濃史学会編 『信
濃』､ 第19巻第６･７号､ 1967年６､ ７月) 参照｡
７) ｢召出さる｣ という言葉は､ ｢四､ 被
メシ
召
ダ
出
サレ
／ 嫡
子にして一人前の御用に使はるゝ時は被召出､ 小
額の米或は金を給せらる｡｣ (正井儀之丞・早川仲編 『雲藩職制』､
昭和54年､ 歴史図書出版､ 128頁) と説明される｡
８) 編集顧問高柳光寿､ 他 『新訂寛政重修諸家譜』､ 第
14､ 昭和40年 (平成３年第６刷)､ 続群書類従完
成会｡ 333頁､ 351頁以降｡ また､ 『放鷹』､ 110頁)｡
９) 『放鷹』 には､ ｢○真要集 一／ 鷹始のことよ
り大鷹仕懸くること､ 鷂､ 巣鷹､ 入掛一大事なる
こと､ (中略) 鷹薬飼までのことを誌す｡ 宝永六
年 (1709) 堀江佐次右衛門の編｡｣ とし､ ｢新益柳
営秘鑑｣ 10巻､ 以下のことを述べる｡
10) 松原定右衛門 (３代目) につき､ 『列士録』 に
よれば､ 次のようにある｡ 即ち､ 彼の生国は出雲
で､ 元禄３年８月19日父家督100石を下され､ 大
番組に組入れられた｡ 同４年３月12日大御番組筆
頭役､ 同５年９月25日新御貸方奉行､ また､ 同８
年２月10日御使番役を仰付けられ､ 加増100石を
下された｡ なお､ 定右衛門の祖父松原五郎大夫
(本国・生国とも不知) は､ 寛永年中信濃松本に
おいて直政に 召出され､ 新知200石を下された｡
後､ 50石加増 され､ 万治元年12月25日出雲で死
去｡
11) 三谷権太夫 (元祖) は､ 三好長基の長子半助
(月照院の同母兄) の子で､ 祖母 (長基の妻)､ 及
び月照院に養われ､ 常に松平直政の傍らで成長し
た｡ 『列士録』 によれば､ 三谷権太夫は本国阿波・
生国伯耆といい､ 寛永２年月日不知越前大野において直
政へ召出され､ 新知250石を下された｡ 同年号の
内､ 信濃松本で250石を加増され､ 寛永15年４月
13日御仕置役を仰付けられた｡ 同年月日不知出雲におい
て加増2000石､ 更に加増500石を下された年号月日不知 ｡
与力７騎を仰せ付けられ､ 追って１騎をなし付け
られ､ 都合3770石､ 内770石与力を下され､ 御家
老を仰付けられた年号月日不知 ｡ 以後､ 代々松江藩家老職
を務めた｡ 明暦２年３月23日綱隆 (寛文６年４月
に第２代藩主となる) へ成し付けられ､ 御仕置役
御免となる勤之年数一九ヶ年｡ 寛文５年正月22日出雲で歿した｡
12) 高柳光寿､ 他編集 『新訂寛政重修諸家譜』 第15､
昭和40年９月 (平成３年､ 第６刷)､ 344頁｡
13) 『新訂寛政重修諸家譜』 第14 (351頁) による｡ 但
し､ 戸田久助貞吉は､ 承応元年 (1652) 10月14日
歿しており､ この点､ 問題がある｡ 貞吉の子吉成
も御鷹をもって家光に仕えたが､ 慶安４年 (1651)
正月２日に父に先立って歿した｡ 貞吉の跡は､ 承
応元年12月27日孫正
まさ
吉
よし
が襲い､ 寛文３年 (1663)
12月４日御鷹匠の頭となった｡ 延宝７年12月24日
歿｡ 年代上､ この正吉をその ｢戸田久助｣ 候補と
考えてもよいが､ 正吉は ｢七之助｣ と称して ｢久
助｣ と称したという記録はなく､ 明暦２年にはま
だ御鷹匠頭となっていない｡ 当面の 『新訂寛政重修
諸家譜』 は､ 事実 (戸田久助貞吉の歿年時) より
遅れた形で記されているのであろう｡
14) 猿田量 ｢平浜八幡宮 『鷹図絵馬 (一対)』 に関
する考察―松平直政の奉納動機について―｣､ 『島
大学教育学部教育学部紀要 (人文・社会科学)』､
第27号第２号､ 1996年３月｡
島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第50号(2012年)－ 42 －
